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（2）は ぎ市 報 た か(5月号）

本
年
は
、
高
萩
市
制
施
行
二

十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
そ

の
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
な
わ
れ
た
「
市
の
木
・
市
の

花
・
市
の
烏
」
の
制
定
に
つ
い

て
、
三
月
二
十
九
日
中
央
公
民

館
で
制
定
委
員
会
（
鈴
木
藤
太

会
長
ほ
か
委
員
四
十
三
人
）
が

開
か
れ
、
「
ま
つ
」
「
は
ぎ
」

「
き
じ
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の

の
中
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

職
市
制
施
行
加
周
年
記
念

「
市
の
木
。
花
・
烏
」
を
制
定

投
票
総
数
は
六
○
一

を
参
考
に
し
て
選
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
投
票
数
は
六
○
一
点

も
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
中
か
ら
「
マ
ツ
、

ハ
ギ
、
キ
ジ
」
を
投
票
さ
れ
た

九
六
点
で
抽
選
が
行
な
わ
れ
十

人
の
方
に
記
念
品
を
お
贈
り
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
「
市
の
木
・
花
。
烏
」

に
つ
い
て
は
、
美
し
い
環
境
づ

く
り
運
動
を
盛
り
あ
げ
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
な
ど
を

計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て慎重に検討された市民の歌市民おどりの主題歌審査会

い
ま
す
。

選
定
に
あ
た
っ
て
の
経
過
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
市
の
木
（
投
票
数
）
マ
ツ
三

二
○
、
ス
ギ
一
一
九
、
イ
プ

キ
九
六
、
カ
シ
四
六
、
シ
イ

一
四
点
。

市
民
投
票
の
多
か
っ
た
マ
ツ

と
ス
ギ
に
し
ぼ
ら
れ
慎
重
に
検

討
さ
れ
ま
し
た
が
、
マ
ツ
は
常

緑
樹
で
あ
り
、
古
来
よ
り
祝
い

事
の
時
に
も
使
わ
れ
る
め
で
た

い
木
で
、
高
萩
市
の
旧
町
名
が

松
原
町
と
い
っ
て
マ
ツ
に
縁
が

深
く
、
数
多
く
翠
ら
れ
る
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
市
の
木
「
ま

つ
」
と
決
定
し
た
も
の
で
す
。

■
市
の
花
（
投
票
数
）
ハ
ギ
ニ

四
八
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
○
五

ツ
ヅ
ジ
九
八
、
ハ
マ
ナ
ス
七

五
、
ツ
バ
キ
六
四
点
。

ハ
ギ
と
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
二
つ

市
制
二
十
周
年
を
記
念
し
て

市
民
の
承
な
さ
ん
が
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
愛
唱
で
き
る
市
民

の
歌
、
市
民
お
ど
り
の
主
題
歌

の
歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
し
た

が
、
四
月
九
日
中
央
公
民
館
で

審
査
会
が
行
な
わ
れ
、
慎
重
に

市
民
の
歌
な
ど
入
選
作
決
ま
る

発
表
会
は
秋
の
音
楽
祭
で

占
J1、、

に

に
し
ぼ
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
、
花
も
き
れ

い
で
市
内
で
も
よ
く
象
か
け
る

し
な
じ
み
が
深
い
が
、
ハ
ギ
の

花
と
い
わ
れ
て
も
ど
ん
な
形
を

し
て
い
る
か
、
ち
ょ
っ
と
わ
か

ら
な
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
花
と

い
う
よ
り
木
の
感
じ
が
強
い
こ

と
、
〈
ギ
は
秋
の
七
草
の
筆
頭

に
数
え
ら
れ
、
花
も
優
美
で
強

じ
ん
な
生
命
力
を
持
っ
て
お
り

ま
た
市
の
名
称
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
市
の
花
「
は
ぎ
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

■
市
の
烏
（
投
票
数
）
キ
ジ
二

四
一
、
ウ
グ
イ
ス
一
六
二
、

ヤ
マ
ド
リ
八
六
、
メ
ジ
ロ
八

二
、
ヒ
ョ
ド
リ
ニ
ニ
点
。

キ
ジ
は
市
内
の
山
間
部
に
生

息
し
て
お
り
、
特
に
雄
は
色
も

き
れ
い
で
雄
々
し
く
、
古
来
か

ら
愛
情
の
深
い
烏
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
キ
ジ
は

日
本
の
国
鳥
で
日
本
特
産
種
で

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
市

の
烏
「
き
じ
」
が
選
ば
れ
た
も

の
で
す
。

審
査
し
た
結
果
そ
れ
ぞ
れ
入
選

佳
作
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
者
は
六
九
人
、
作
品
は

九
四
点
で
、
市
民
の
歌
三
七
人

三
九
点
、
市
民
お
ど
り
三
二
人

五
五
点
で
し
た
。
市
民
の
歌
は

九
月
一
日
、
市
民
お
ど
り
の
主

題
歌
は
五
月
三
十
一
日
に
完
成

の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

発
表
会
は
市
制
二
十
周
年
記

念
と
し
て
十
月
に
開
催
予
定
の

市
民
音
楽
祭
に
行
な
い
、
そ
の

席
上
入
選
者
の
表
彰
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
市
民
の
歌

【
入
選
】
▽
鈴
木
陽
Ⅱ
日
立
市

久
慈
町
▽
寺
崎
途
至
夫
Ⅱ
安
良

川
▽
福
地
達
定
Ⅱ
東
本
町

【
佳
作
】
▽
樫
村
幸
Ⅱ
島
名

▽
斉
藤
真
治
Ⅱ
高
浜
町
▽
山
形

義
男
Ⅱ
秋
山
▽
大
森
洋
子
Ⅱ
高

戸
▽
淀
川
雅
子
Ⅱ
秋
山
▽
沼
田

徳
保
Ⅱ
十
王
町
伊
師
本
郷
▽
五

島
節
子
Ⅱ
高
浜
町
▽
佐
藤
二
三

子
Ｉ
上
手
綱
▽
沼
田
吉
次
郎
Ⅱ

高
浜
町
▽
大
山
一
郎
Ⅱ
安
良
川

◇
市
民
お
ど
り
主
題
歌

【
入
選
〕
該
当
な
し
【
佳
作
】

▽
工
藤
要
五
郎
Ⅱ
烏
名
▽
藤
田

鶴
之
亟
Ⅱ
駒
木
原
▽
寺
崎
途
至

夫
Ⅱ
安
良
川
▽
樫
村
和
弘
Ⅱ
島

名
▽
吉
田
裕
Ⅱ
春
日
町
▽
渡
辺

仙
之
助
Ｉ
駒
木
原
▽
市
川
宣
子

蕊猟蕊蕊
相談はどんなことでも応じますから、

お気I怪においでください

しとき 5月27日午前10時～午後3時

しところ中央公民館（2階）

し相談内容人権侵害、金銭貸借、借地

借家、扶養相続、結婚離婚、土地建物

登記、戸籍の各問題、その他法律問題

し相談員人椛擁護委員、法務局貝

し主催水戸地方法務局日立支局

日立人権擁護委員連絡協議会

少後援高萩市

善
意
銀
行
に

○
高
萩
工
業
高
校
三
Ｍ
二

五
、
七
七
五
円

○
助
け
合
い
グ
ル
ー
プ
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
益
金
）

八
五
、
八
二
五
円

○
亀
山
輝
美
さ
ん
Ⅱ
安
良
川

四
、
二
○
○
円

○
日
製
茨
城
地
区
事
業
所
リ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
交
換
会
Ⅱ
代
表

巾
村
典
子
さ
ん
（
困
っ
て
い

る
老
人
へ
）
一
三
‐
七
○
二
円

老
人
い
こ
い
の
家
植
樹
に

○
創
価
学
会
青
年
部

一
六
、
○
○
○
円

Ⅱ
高
浜
町
▽
福
地
達
定
１
束
本

町
▽
五
島
節
子
Ⅱ
高
浜
町
▽
樫

村
幸
男
Ⅱ
烏
名
▽
棚
谷
寿
夫
Ⅱ

高
戸
▽
神
長
吉
衛
Ⅱ
大
和
町
▽

沼
田
直
光
Ⅱ
北
方
▽
小
松
原
輝

雄
Ⅱ
高
浜
町
▽
沼
田
徳
保
Ⅱ
十

王
町
伊
師
本
郷

釜
呈
忌

あ
叺
か
と
つ

釜
呈
忌

あ
叺
か
と
つ

難難
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市
政
モ
｜
一
夕
１
連
絡
会
議
は
二
件
、
交
通
安
全
関
係
八
件
、

去
る
三
月
三
十
日
、
中
央
公
民
・
コ
ミ
や
公
害
問
題
四
件
な
ど
生

館
で
行
な
わ
れ
、
四
十
八
年
度
活
環
境
の
整
備
を
望
む
も
の
が

市
政
モ
’
一
タ
ー
の
糸
な
さ
ん
の
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
要

一
年
間
の
任
務
が
終
り
、
四
月
望
や
意
見
の
中
に
は
、
す
ぐ
に

か
ら
新
し
い
モ
ニ
タ
ー
二
十
人
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り

と
交
替
し
ま
し
た
。
ま
す
が
、
市
民
の
象
な
さ
ん
と

こ
の
市
政
モ
’
一
タ
ー
制
度
は
共
通
の
課
勉
と
し
て
真
剣
に
取

市
民
の
み
な
さ
ん
が
何
を
考
え
り
組
み
、
積
極
的
に
解
決
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
か
を
お
聞
し
、
そ
れ
を
市
政
な
お
、
四
十
九
年
庇
巾
政
モ

に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
一
一
タ
ー
ニ
十
人
の
み
な
さ
ん
に

た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
は
、
四
月
三
十
日
市
役
所
で
行

四
十
八
年
度
中
に
モ
’
一
タ
ー
な
わ
れ
た
第
一
回
連
絡
会
議
で

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
委
唯
し
、
明
る
く
住
ゑ
ょ
い
ま

貴
重
な
ご
意
見
は
一
○
五
件
に
ち
づ
く
り
の
た
め
現
在
活
躍
さ

も
の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
十
八

は
、
教
育
文
化
施
設
な
ど
教
育
年
度
一
年
間
活
動
さ
れ
ま
し
た

関
係
が
一
四
件
で
最
も
多
く
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
象
な
さ
ん
は

つ
い
で
道
路
、
下
水
道
問
題
一
次
の
か
た
が
た
で
し
た
。

騨
読
一
篭
ご
苦
労
さ
ま

貴
重
な
意
見
一
○
五
件

こ
と
し
も
五
月
い
っ
ぱ
い
、

全
国
的
に
赤
十
字
社
猫
増
強
運

動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

年
の
と
お
り
募
金
を
お
願
い
す

る
わ
け
で
す
が
、
年
額
三
百
円

か
ら
「
赤
十
字
社
員
」
と
な
り

ま
す
の
で
、
ゑ
な
さ
ん
の
ご
理

長
い
間
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
高
橋
敏
輝
、
矢
部
和
子
Ⅱ
有

明
町
▽
福
地
達
定
、
横
倉
真
一

東
本
町
▽
安
藤
啓
次
Ⅱ
春
日
町

▽
皆
川
武
Ⅱ
高
戸
▽
柴
田
正
文

石
滝
▽
宇
野
温
Ⅱ
下
君
田
▽
長

久
保
寅
次
Ⅱ
赤
浜
▽
鈴
木
藤
雄

横
川
▽
佐
川
順
一
郎
Ⅱ
大
能
▽

小
林
君
枝
Ｉ
下
手
綱
▽
吉
村
一

萩
ヶ
丘
▽
大
高
操
、
飯
田
幹
男

島
名
▽
山
田
康
子
Ⅱ
安
良
川
▽

杉
森
健
男
、
滝
昌
弘
Ⅱ
大
和
町

▽
斉
藤
真
治
Ⅱ
高
浜
町
▽
佐
川

勝
一
Ⅱ
上
手
綱

赤
十
字
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

大塚神社の杉・樅が

県指定天然記念物に

市内下君田の大塚神社にある杉と樅の木の

2株が、 4月23日に行なわれた県教育委員会

で、県指定文化財の天然記念物に指定されま

した。

杉の木は、推定樹令500年、高さ45メート

ル、根回り8．6メートルもあり、樅の木は、

推定樹令500年、高さ40メートル、根回り8．

05メートルもある大木です。

＝写真＝向って左側が樅の木、正面が杉の

木です。

…

二
一
二
二
三
一
二
二
一
二
二
一
三
二
一
二
一
二
一
一
二
二
一
一
一
画
一
二
一
一
富
一
二
二
一
二
二
二
二
』
’
二
【
’
’
’
二
二
一
二
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
一
二
一
三
一
一
二
一
一
二
二
一
二
二
一
一
一
二
一
二
一
二
一
二
一
一
三
一
一
一
二
二
一
一
二
一
一
一
二
二
二
二
三
一
一
一
一
一
二
一
二

柾
が
”
ざ
の
タ
ン
ポ
ポ

蝋
燕
認
雑
物
②
溌
巽
挙
蕊
蟻
騨
肺

屯

い
て
い
る
姿
は
ま
こ
と
に
愛
ら
し
い
。

灘
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
１
施
設
整
備
、
採
血
業
務
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

「
赤
十
字
」
は
博
愛
、
人
道
、
③
健
康
で
安
全
な
生
活
を
保
つ
早
く
発
見
し
て
早
く
治
療
す

奉
仕
の
精
神
に
も
と
ず
い
て
次
保
健
衛
生
の
指
導
と
普
及
る
た
め
贋
短
時
間
で
気
幌
に

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
④
奉
仕
団
と
青
少
年
の
健
全
育
で
き
る
集
団
検
診
を
ぜ
ひ
ご
利

①
災
害
救
護
救
護
班
の
派
遣
成
用
く
だ
さ
い
。

見
舞
物
資
の
配
分
な
ど
⑤
看
護
婦
の
養
成
◎
受
診
で
き
る
方
市
内
に
住

②
献
血
の
普
及
血
液
セ
ン
タ
⑥
身
体
障
害
者
の
援
助
医
療
ん
で
い
る
訓
歳
以
上
の
婦
人

一
三
一
三
一
一
一
一
三
一
三
一
一
一
三
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
三
一
三
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
を
対
象
◎
検
診
の
と
き
・
と
こ
ろ

に
医
療
巡
回
相
談
、
寝
た
き
６
月
巧
方
血
日
、
午
後
０

卜

の

、
■

↑
和
恥
彬
⑦
副
羅
鐸
誰
癖
鋤
誰
嘩
誰
す
る
啼
帥
分
受
付
け
、
中
央
公
民

面

》
純
根
◎
料
金
三
百
五
十
円

正
医
療
品
、
日
用
品
の
援
助
＄

高
、
必
、

難
民
の
救
護
◎
締
め
切
り
５
月
知
日
ま
で

木

ノ

、
ｈ
ソ蝋
韓
池
Ｉ
・
諏
灌
直
緋
誌

５
ノ
０
で
が
「
婦
人
ガ
ン
の
検
診
」

（
壁
内
線
二
八
八
番
）
へ
申

》
一
榊
録
弱
受
付
中
で
す
証
唾
録
錘
ｋ
畦
稚
斗
琴
岬
郵

誰
那
咋
城
・
犀
。
「
ガ
ン
」
は
本
人
の
気
が
つ
で
）
、
世
帯
主
氏
名
、
受
診

か
な
い
う
ち
に
症
状
が
進
行
し

は
り
印
ル
｜
’
す
者
氏
名
、
年
令
を
吾
く
こ
と

木
回
令
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真
で
気
が
つ
い
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は
手
お
く
人
員
は
三
百
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に
限
ら
れ
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〕
の
根
樹
一
写
木

れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
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で
、
い
ま
す
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で
お
早
め
に
申
し

一
杉
、
定
メ
’
一

）
ル
准
乃
健
康
な
と
き
に
検
診
を
受
け
る
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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｢－－印紙税額がかわります可
一委任状など50円に－

しところ土岳山

し集合高萩駅午前9時

し用意するもの軍手、昼食

し費用無料
（茨城県YH協会）

印紙税の税額が、 5月1日からかわりま

した。おもな改正点は次のとおりです

①受1lx害の印紙税は、今まで1血につき

20円でしたが、今|回の改正で最低脱額

50円となり50万円をこえる売上代金の

受取書については、その受1又金額に応

じて印紙税がかかることになりました

なお、営業に関しないものは、今まで

と同じように印紙税はかかりません。

②受取書の免税点は、今まで1万円未満

となっていましたが、今回の改正で3

万円未満に引き上げられました。

③土地売買契約害、請負契約閏:、手形な

どのうち、高額な契約金額などのもの

について印紙税甑が上がりました。

④預貯金証書、委任状、物品売買契約害

など、今まで一律20円だったものの印

紙税額が50円になりました。 また他の

文書の最低税額が20円だったものも50

円になりました。

※印紙税のかかる文書は数多くあります

ので、わからないこと、 くわしし､ことは

遠慮なく日立税務署（麓日立21-6346）

におたずねくださし､。 （日立税務署）

F詞鷺判蟄)ての可
－申請はお早く－

米生産洲盤については､昭和49年度か

らlii純休耕に対する奨励袖助金はなくな

り、稲作'|騒換したものだけが該当するこ

とになりました。

稲作!|賦換としては次のとおりです。

○普汕『|騒作･…そ菜、ハウス、牧草、杉苗

松苗など

○永年転作…杉、松などの植林（地目変
更などが必要です）

○養魚池。農業用生産施設･ ･ ･養魚堀

※なお、前年から引き続き転作している

水田、 また、本年から新たに転作する水

田も該当しますので、該当者でまだ届出
していない方は、至急申講してください

手続きなどは、農林課農林係（雪内線
262番）へどうぞ。

|－燃趣{Aゴﾐ呼集臼-丁
一（6． 7月）

●また逆に、国保をやめる手統きが遅れ

ますと、職場の健康保険、共済組合な

どに加入した月以降の|ｴl保税は、税棚

変更になる場合のみ返還されますが、

届け出が遅れた期間内の医療給付曲な

どについては返納しなければなりませ

ん。

●職場の健康保強、共済組合などに加入

できない方、 また被扶養者と認められ

ない方は国保に入ることになります。

－福祉年金の定時届は－

L忘れず6月15日までに」
福祉年金は、年1回7月に所得状況の審

査を行ないますが、これは年金を受けて

いる本人、その配偶者、扶養義務者など

の前年中の所得状況を調べ、引き続き1

年間年金が受けられるかと．うかを決定す

るものです。この届けは、受給者が5月

に郵便局で受領したあと、保険年金課国

民年金係（麓内線224番）に年金証書を

届け出ください。証耆の届け出をしない

と、福祉年金が支給されませんから注意

してくださし､。

また、住所がかわった方、新たに公務

扶助料などの公的年金を受けられるよう

になった方は、その旨を係員にはっきり

fl=1し出てください。証吾提出の期限は6

月15日までです。
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秋山、島名、北方

大能､中戸川､福平、若栗

上君田、下君田、横川

高浜町、東本町

有IﾘIIIIJ､、肥前町

安良川

本町、春| I町、大耶| |町

1胸木原、高城炭砿､石滝、

高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜

1－希望申し込み受付中一一ふとん乾燥巡回入浴可
ねたきり老人､独居老人､重度障害老人

に対して､ふとんの乾燥､巡回入浴の無料

奉仕を行ないますから、希望される方は

はがき、奄話でお叩し込み､ください。

◎申し込み先福祉芝ll務所内､市福祉協

議会 （鐘内線283番）

亡團鴛陥.,糯?司一手続は14日以内に

ことし、就職された方、 また退職され

た方は、次のことに注意して手続きをお

忘れなく141 1以内にいたしましょう。

●職場の健康保|城、共済組合などを脱退

して国保に入る手統きが遅れますと、

脱退したﾉjまでさかのぼって加入する

ことになり、保険税もさかのぼって課

税されます。
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峠※蛤気軽膳轡；錯雑額溌－ワークハイキングと－

－歩行テストケームー ○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情、要望、意見など

○行政相談‘卦毎日午後1時から3時

市民相談室国県、市に対する苦情

○交通事故相談 6月12日午前1℃時から

4時中央公撰館交通事故専門の相談

○妊婦相談6月6R市保険年金課

妊娠中・産後の栄養、生活の心得など

おわび

市報4〃号の2ページで、高萩小学校舎

の改築については、 49.48年の2年継続事

業が49.50年に、 3ページの中小企業対策

などで誘致制度が誘資制度となります。

それぞれおわびして訂正いたします。

若葉茂るころ、 自然に親しむ絶好の季

節となりました。そこでユースホステル

の会では、新しい企画のリクリエーショ

ンを言|-画しましたので、いっしょに意義

ある1日をおくってみ､ませんか。

シとき 5月26日（日曜日）

鍵
－744－


